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この研究は 次の様な 発想 の もとで 始め られ

た｡ ライ南,鼠 ライ菌の発見以来, これ等の菌

の培養に関 して長年にわたって,多 くの研究者

達が,培養組成の改良,培養方法の二工夫を続け

て来たが,未だ紫郎同胞培養液で確実に増殖させ,

継代 し得 る方法は見出されていない｡ この事は

逆に, これ等の菌が通常の意味での無細胞培養

液では 増殖 し得ないことを 暗示 するものであ

る0-万宿主体 内に於て も,これ等の蘭は紬 泡

内増殖のみを行 う絶体寄生微生物であると断定

したい｡ この事は先に述べた, これ等の菌が無

細胞培養液で増殖 し得ないと云 う仮説 と表裏一

体をなす ものであるo更に生化学的検討に於て

も, これ等の菌の Catabolicな代謝系が, 完全

な形では未だに発見 されていない事は,培養不

可能な事 と大いに関係がありそ うである｡ この

様な事か ら仮 りに, これ等の菌は,進化の過程

の 中 で,エネルギー獲得の系を遺伝的に欠 く株

にな り,宿主細胞内で,宿主細胞の代謝系に依

存しなが ら, 自己細胞の合成を行 っている特殊

な種であると仮定 した｡ もしこの仮定が正 しけ

れば,試験管内に細胞内環境を持込めば 或は

菌の増殖が期待旧来るのではないかと考え,莱

験の系を組んだ｡実際には,

使用菌株は,マウス接種の鼠 ライ頂熊本株,

-ワイ株 である｡ これ等 の蘭 を トリプシン処

理,遠心装作等により出来るだけ,宿主組織を

除いて集め,滅菌 シリコン ･スライ ドに吸着さ

せた｡

培養液は,加える組織の細胞内酵素活性を出

来るだけ維持する目的で, 高濃度庶糖, ATP,

CytochromeC等を含んだ基礎培養液を用意 し

た｡ これに幼若健康なH系マウスの脳を加えて
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ホモゲナイズ し,遠心後,その上清をザイツ淀

過器で臆過 した脳スープを培養液 とした｡ この

培養液は当然なが ら種 々の酵素活性を保持 して

いる｡

この培養液に先の鼠 ライ菌を吸着 させたシ リ

コン ･スライ ドを入れ, 37oCで培養する｡ 翌

Ll,又新たにマウス脳スープ培養液を作 り, こ

れにこのスライ ドを入れ換える｡ この様な装作

を毎 口繰返 していった｡

その結果,20過で肉眼でやっと見える位の曇

りが,スライ ト㍉Lに現われ,40週を過ぎると,無

数の象牙色の顧粒群が見 られた｡ これを Ziehl-

Neelsen染色すると無数の抗酸菌が見 られた｡

この菌は一般培養基,結核商用培養基には増殖

しなかったO鼠 ライ繭が増殖 したと考えたい所

である｡ この様な培養法で,第 2代の継代 も同

様な結果が得 られた｡

しか し,動物-の再接種は期待通 りの結果は

末だ得られていないO車ほ在迄に,熊本株, 2代

冒,通算84過培養の菌をマウス 3匹に接種 した

が発症を見なかったC-ワイ株初代40週の菌を

接種 した場合 も,病巣形成は見 られなかった｡

しか しこの時使用 したマウスは,鼠ライ菌に強

い DD系マウスであった｡-ワイ株 2代 目,過

算81週の菌を感受性の高いH系マウス 4匹の皮

下に注射 した｡ 5ケ月後その内の 1匹ではある

が,注射局所に曙橋が認め られた｡それは直径

2mm 白色で局所に強い 炎症反応は 認められな

か ったが,塗抹標本を作 り,鏡検 した所 〉 細胞

内に多数の抗酸性菌を保有する多数の細胞が見

られた｡

現在の所詳な考察は避けるが,動物発症を目

ざして,尚検討を続けて行 くつ もりである｡
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